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医療 ICT の現状：利・活用されないデータ
－ ある病院が１年間に提出した各種調査（例）
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医療 ICT の有効事例
－ 国際疾病分類（ICD）

International Classification of Diseases（ICD）

疾病、傷害及び死因の統計を国際比較するためWHOから勧告さ
れた統計分類

ルーツは1860年のナイチンゲールの病院データ活用

日本への導入は1900年（明治33年）

1949年の ICD6 から本格活用

死因統計・疾病管理・診療報酬支払等に活用されている

アルファベットと数字を用いたコードで表される

Global standardとして117か国、43言語で用いられている

現在は ICD10（1990年から）

ICD11改定

2017年改定に向けた作業が進行中

日本病院会は2005年から年30万米ドルの支援を行っている

EHR（Electronic Health Records）での使用が可能
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ICD 改訂組織図
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医療者が心掛けていること・望むこと

「良質で安心・安全な医療」の提供

「頑張っているものが報われる」システム

そのための適正な評価

「適切なデータの収集・解析・活用」なくして評価はできない

有効なデータの利・活用




